
キ ヤ ノ ン グ ロ ー バ ル 戦 略 研 究 所  日 中 温 暖 化 専 門 家 会 合 

時間： 2014 年 11 月 15 日 10：00‐18：30   場所：フクラシア東京ステーション L 会議室 

プログラム 

10：00‐12：00  課題設定 
-ｺﾝｾﾝｻｽに向けての課題を提示、ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを通じて課題設定 

12：00‐13：00 昼食 

13：00‐14：00 

 温暖化のインパクト‐現状と将来予測 

議論の目標：技術進展により、温暖化影響に適応能力が高める（た）

が、現段階の主要課題はやはり緩和策であるという共通認識の達成。 

13:00-13:20 居輝：中国における気候変動影響 

13:20-13:40 高橋潔：日本における気候変動影響 

14：00‐15：30 

 世界のパスウェー、中国のシナリオ、日本のシナリオ 

議論の目標：日中両国独自でどこまでできる、それと世界解析とどの

ようなギャップがある、ギャップを埋める可能性と課題などを明確す

る。また、緩和策の総合評価に、温暖化影響の抑制だけでなく、環境

被害の軽減、エネルギーセキュリティの向上などのコベネフィットも

留意すべき。 

14:00-14:20 段烽軍：ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄｼﾅﾘｵ Z650 とその実現 

14:20-14:40 張阿玲：中国における Z650 実現の可能性と課題 

14:40-15:00 秋元圭吾：日本の中長期目標と実現シナリオ 

15:00-15:20 陳文頴：中国の中長期目標と実現シナリオ 

15：30‐16：00 休憩 

16：00‐17：00 

 技術展望 

議論の目標：技術比較により、協力可能性と協力分野の特定、グリー

ン成長モデルの確立を目指す日中協力。特に、既存技術の利活用とと

もに、長期的技術革新のために、投資を確保する必要がある。 

16:00-16:20 劉  濱：中国における低炭素技術の現状と展望 

16:20-16:40 松井一秋：中長期エネルギービジョンと主要技術 

16:40-17:00 黒木昭弘：低炭素技術の普及と国際協力 

17：00‐18：30  総合討論 目標：設定された課題ごとに、共通認識を形成する 

19：00 レセプション   6 階 D 会議室 





CIGS 日中温暖化専門家会合 座席表
CIGS CLIMATE CHANGE EXPERT MEETING TABLE ASSIGNMENT

氏名 NAME 職位 TITLE 所属など AFFILIATION, MEMO

Zhou Dadi 周大地
Former Director 元所長

(IPCC AR5 CLA)

Energy Research Institute, The National Development and 
Reform Commission
国家発展改革委員エネルギー研究所/
国家发展和改革委员会能源研究所-

Chen WenYing 陳文頴
Professor 教授
(IPCC AR5 WG 3 RE / IPCC AR5 SR RE)

Tsinghua University/ 清華大学/清华大学Zhang Aling 張阿玲
Professor 教授
(IPCC AR5 WG 3 Government Reviewer)

Liu Bin 劉 濱 Associate Professor准教授

Ju Hui 居 煇 Research Professor     研究員
Chinese Academy of Agricultural Sciences
中国農業科学院/中国农业科学院

YUHARA Tetsuo 湯原 哲夫 Research Director 理事・研究主幹

The Canon Institute for Global Studies
キヤノングローバル戦略研究所
佳能全球战略研究所

Duan Fengjun 段烽軍 Senior Research Fellow 主任研究員

AOYANAGI Yuriko 青柳 由里子 Research Fellow 研究員

SAWA Akihiro 澤 昭裕 Research Organizer リサーチオーガナイザー

KUSAKA Kazumasa 日下 一正 Advisor アドバイザー

KAWARATANI R. Koichi
瓦谷ロバート孝一 Member メンバー

Francois Victor

Gui Jun 桂 軍 Coordinator コーディネーター

KUROKI Akihiro 黒木 昭弘
Managing Director, Charge of Global 
Environment & Sustainable Development Unit
常務理事・地球環境ユニット担当

The Institute of Energy Economics, Japan (IEE)
日本エネルギー経済研究所/日本能源經濟研究所

MATSUI Kazuaki 松井 一秋 Senior Fellow 研究顧問 Institute of Applied Energy
エネルギー総合工学研究所/能源综合工学研究所TSUZUKI kazuyasu 都筑 和泰 Senior Researcher 主管研究員

KOMIYAMA Ryoichi 小宮山 涼一 Associate Professor 准教授 The University of Tokyo/東京大学/ 东京大学

MORI Shunsuke 森 俊介 Professor 教授 Tokyo University of Science/東京理科大学/东京理科大学

AKIMOTO Keigo 秋元 圭吾
Group Leader, Associate Chief Researcher
グループリーダー・主席研究員
(IPCC WG 3 Chap. 6 LA)

Research Institute of Innovative Technology for the Earth
System Analysis Group
地球環境産業技術研究機構（RITE）システム研究グループ
地球环境产业技术研究机构

TAKAHASHI Kiyoshi 高橋 潔
Senior Researcher 主任研究員
(IPCC WG 2 Chap.19 LA)

National Institute for Environmental Studies
Center for Social and Environmental Systems 
Research Integrated Assessment Modeling Section
国立環境研究所社会環境システム研究センター
(統合評価モデリング研究室)／国立环境研究所

Dai Hancheng 戴 瀚程 Research Associate 特別研究員
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